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審判の 日の 裁定 


• 審判の 日 人々 は 主の 御 許へ と 召集され ますが、 その 時 彼らは 状況の 厳しさと 余りの 恐 
怖 ゆえに この 上ない 疲労に 囚われます。 彼らは 主が 彼らに 判決を お下しに なり、 彼ら 
の 間を 裁かれる こと を 希求 します が、 その 待ち時間が 延びれば 伸びる ほ ど 彼 らの 苦悩 
は 増幅し ます。 そして 預言者 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） の もとに 赴き、 
主が 彼らに 裁定を 下される ようと りなし を 求める のです。 

1— 至高の アツ ラーは こう 仰ら れま した： SD この 日 彼らは 喋る こと もない。 彼らには 言 
い 訳を する 許し すら 与えられない。 その 日、 （真理を） 嘘と していた 者たち に 災い あれ。 

(アツ ラーは 仰る：） 「これが 裁決の 日。 われら （アツ ラーの こと） は あなた 方と あなた 
方 以前の 者たち を 集結 させた。 もし あなた 方に （この 状況を 打開す る） 策略が あるの なら、 
そうして みよ。」 S 3 (ク ルアー ン 77 : 35 — 39) 

2 — アブー •フライ ラ （彼に アツ ラーの ご 満悦 あれ） によれば アツ ラーの 使徒 （彼に ア 
ツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 言いました： 「私は 審判の 日、 人類の 長で ある。 なぜ 
か？ アツ ラーは 審判の 日、 1 つの 台地に 最初の 者たち と 最後の 者たち 全てを 結集され る。 
彼らは 呼ぶ 者の 呼び声を 聞き、 全てを 捉える 視者 （アツ ラーの こと） の 視覚の 下に ある。 
そして 太陽が 接近し、 人々 は 耐え 切れず 抵抗し 難い ほどの 苦悩と 苦痛に 囚われる。 そして 
彼らは 互いに 言う： “ あなた 方は どんな 状況に あるの か 分からない のか？ 何とい う 災難に 
遭って いるの か 分からない のか？ 誰か 主のと り なしを して くれる 者が いない か 考えない の 
か？，’ 

それから 彼らは 互いに 言う ：“ア ー ダム （アダム） の 所へ 行く の だ。” そして アー ダムの 
もとに 赴き、 言う ：“ア ー ダムよ、 人類の 父祖よ、 アツ ラーが あなたを その 御手で もって 
お 創り に なられ、 その 精霊を して 魂を 吹き込まれ たお 方。 また （アツ ラーが） 天使たち を、 
あなたの 前で サジダ （平伏 礼） する よう 命じられ たお 方。 主にと りなして 下さい。 私たち 
の 置かれて いる 状況が お分かりでしょう ？ 私たちが どのような 境遇に 陥って いるか お 分か 
りで しょう？” 

すると アー ダムは 言う： “ 私の 主は これまでに なかった ほどに お怒りに なられて いる。 
そして 今後 もこれ ほど お怒りに なられる ことはないだろう。 私は （禁断の 実が なる） 木を 
禁じられ たの も 関わらず、 その 命に 背いて しまったの だ。 ああ、 私 こそ とりなしが 必要 だ 
というのに。 誰か 他の 者の 所に 行く の だ。” 

そして 彼らは ヌーフ （ノア） の 所へ 赴く。 そして イブ ラー ヒー ム （アブラハム）、 ムー 
サー （モー ゼ）、 イーサ ー （イエス） と 巡って いくが、 皆 彼らの 請願を 断る。 彼らは 皆 こ 
う 言う の だ： “ 私の 主は これまでに なかった ほどに お怒り に なられて いる。 そして 今後 も 
これほど お怒りに なられる ことはないだろう。 ああ、 私 こそ とりなしが 必要 だとい うの 
に。，’ 
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そして イーサ ーは 言う ：“ 誰か 他の 者の 所へ 行く の だ。 ムハンマドの もとに 行け。” 効し 
て 彼らは ムハンマドの 所に 赴き、 こう 言う ：“ ムハンマドよ、 アッ ラーの 使徒、 最後の 預 
旨 者よ、 以前の 罪 も 以後の 罪 もアッ ラーが お赦 しに なられた お 方よ。 主にと りなして 下さ 
い。 私たちの 置かれて いる 状況が お分かりでしょう ？ 私たちが どのような 境遇に 陥って い 
るか お分かりで しょう？” 

(ここから 預言者 （彼に アッ ラーからの 祝福と 平安 あれ） の 言葉） すると 私は 彼らを 後 
にし、 （アッ ラーの） 玉座の もとに 赴く。 そして 主の 御前に ひれ 伏す。 それから アッ ラー 
は、 私 以前の 者たち には 授けて 下さ ら なかった よ うな かれへの 讃美と 賞讃の 方法を、 私に 
授けて 下さる。 そしてこう 仰る の だ：“ ムハンマドよ、 顔を 上げよ。 頼み 事が あるなら 言 
うの だ、 それは 叶えられよう。 とりなしが あるの なら、 それは 受理され よう。” そして 私 
は 顔を 上げ、 こう 言う ：“主 よ、 私の 民を。 私の 民を （お救い 下さい） ！” 

すると アッ ラーは 仰ら れる ：“ ムハンマドよ、 あなたの 民の 内で 清算の ない 者を、 天国 
の 諸 門の 内の 最右翼の 門から 入れる の だ。 彼らは それ 以外の 門から （天国に） 入る 者たち 
と共になる。” 実に ムハンマドの 魂が その 御手に 委ねられ ている お 方に 誓って。 天国の 1 
つの 門から 別の 門 ま での 距離は、 マッカから ハジ ャ ル、 あるい は マッ カから ブス ラー 1 ほど 
も あるので ある。」 （アル =ブ ハーリーと ムス リ ムの 伝承 2 ) 

• それから アッ ラーは 人々 の 裁定を 下されます。 （人々 の 現世での 行いが 記された） 帳簿 
が 持って こられ、 秤の 上に 載せられます。 こうして 人々 は 清算を 受けます が、 その 帳 
簿を 右手に 渡された 者は 天国へ、 左手に 渡された 者は 地獄に 行く こと になり ます： 

1— 至高の アッ ラーは こう 仰ら れ ました： （3 D そして あなたは、 天使たち がその 主を 讃え 
賞讃 しながら （アッ ラーの） 玉座の 周りを 飛翔す るのを 見よう。 そして 真理に よって （し 
もべ たちの） 裁決が 下され、 「万有の 主 アッ ラーに 全ての 賞讃 あれ。」 という 言葉が （天国 
に 入れられた 者から も、 地獄に 入れられた 者から も） 上がる ので ある。 03 (ク ルアー ン 

39 : 75) 


2 — アブ ナイ ー ド. アル =フ ドウ リー （彼に ア ッ ラーの ご 満悦 あれ） は 言 いまし 

た： 「私たちは 言いました： “アッ ラーの 使徒よ、 私たちは 審判の 日アッ ラーに お 目に かか 
るので すか？” （預言者は） 言いました：“ 雲 1 つない 大空に 太陽と 月を 見る のは 困難で あ 
ろうか？” 私たちは 言いました： “ いいえ。” （預言者は） 言いました： “ それゆえ その 日、 
それら （雲 1 つない 大空の 太陽と 月） を 見る ことに 困難を 覚える 者 以外は、 あなた 方の 主 
にお 目に かかる のに 困難を 感じない ので ある。” それから 言いました： “ 呼ぶ 者が こう 呼び 
かける： 「全ての 者に、 （彼らが 現世で） 崇めて いた ものの 所へ 赴かせよ。」 それで 十字架 
の 徒は 十字架と 共に、 偶像の 徒は 偶像と 共に、 全てを 崇めて いた 者たち は それら 全てと 共 
に ゆく ことになる。 そしてつ いには 敬虔な 者で あれ 放埒な 者で あれ、 また 原書の 啓 典の 民 
であれ、 アッラ ーを 崇拝 していた 者たち し かそ こに は 残 らな いこと になる の だ。. 


訳者 注： ハジ ャ ルは バハレーン 地方に 所在す る 町と 言われます。 また ブス ラーは シリア 地方の 1 都市です.， 
サ ヒー フ •アル =ブ ハーリー （4712)、 サ ヒー フ •ムス リム （194)。 文章は ムス リムの もの。 
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それから 彼ら （アッ ラー 以外の ものを 拝して いた 者たち） は 地獄の 業火へ と 連れて行か 
れ、 それは 彼らに とって まるで 蜃気楼の ように 映る。 そして ユダヤ教 徒たち にはこう 言わ 
れ る： 「あなた 方は 何を 崇めて いた？」 彼らは 言う： 「アッ ラーの 御子 ウ ザイルを 崇めて い 
ました。」 するとこう 言われる： 「嘘を つけ。 アッ ラーには 配偶者 も 御子 もない。 あなた 方 
は （今日） 何を 欲する のか？」 彼らは 言う： 「水を お与え 下さい s 」 すると 言われる： 「飲 
むの だ。」 そして 彼らは 地獄の 業火の 中へ と 落ちて ゆく。 

それから キリスト教徒たち にはこう 言われる： 「あなた 方は 何を 崇めて いた？」 彼らは 
言う： 「アッ ラーの 御子 イーサ ー （イエス） を 崇めて いました。」 するとこう 言われる： 
「嘘を つけ。 アッ ラーには 配偶者 も 御子 もない。 あなた 方は （今日） 何を 欲する のか？」 
彼らは 言う： 「水を お与え 下さい。」 すると 言われる： 「飲む の だ。」 そして 彼らは 地獄の 業 
火の 中へ と 落ちて ゆく。 

そ して 最後に、 敬虔な 者であろう と 放埒な 者で あろ うと、 アッ ラーを 崇拝して いた 者た 
ちが 残る。 彼らには こう 言われる： 「人々 は 行って しまったのに、 どうして ここに 留まっ 
ている？」 彼らは 言う： 「私たちは 彼らと 決別し ました。 私たちは 今日、 私たち 自身より 
も かれを 必要と している のです。 そして 私たちは“ 皆 （現世で） 崇めて いた ものの 所へ 行 
く の だ。” という 呼び声を 聞き ま した。 それで 私たちは 私たちの 主を 待って いるので す。」 

すると 全てを 制される 強大な お 方 （アッ ラーの こと） は、 初めに 彼らが 目に したのと は 
別の 姿で 彼らの もとへ ご 来臨な される。 そして 言う の だ： 「われ こそが あなた 方の 主で あ 
る。」 すると 彼らは 言う： 「あなた こそ 私たちの 主です。 （この 日） あなたに 語り かける こ 
とが 出来る の は 預言者たち のみです。」 

すると アッ ラーは 仰ら れ る： 「あなた 方と かれ （アッ ラーの こと） との 間には、 あなた 
方が かれを 知る ことの 出来る みしる しが あるの か？」 彼らは 言う： 「下肢です。」 すると 
(アッ ラーは） 下肢を 露わに なされ、 全ての 信仰者は かれに 向かって 平伏す。 しかし （現 
世に おいて） 虚栄心 や 偽りから アッ ラーの 御前で 平伏して いた 者たち は 平伏そう とする が、 
その 背中が 1 枚の 板の ように 真っ直ぐに 固まって しまい、 そうする ことが 出来ない。 

それから 彼らは、 地獄の 真ん中に 架けられ ている スイ ラー/' (地獄の 架け橋） へと 連れ 
て こられる。” 私たち （伝承 者を 含む 教友 たちの こと） は 言いました：“ アッ ラーの 使徒よ、 
スイ ラート (地獄の 架け橋） とは 何です か？” （預言者は） 言いました：“ それは 足元が 
定まらず 滑り やすい 所で、 その上には 鉄 鉤や鉄 串、 ナジュ ド 地方で “サァ ダーン” と 呼ば 
れ ている 植物の それの よう な 湾曲 した 鋭い と げな どが ある。 信仰者は そこ を 瞬きす る 間に、 
あるいは 雷光 や 風 （のように 速く、 また） 極上の 馬 や 乗り物 用の 家畜に 乗る ように （それ 
相応の 速さで） 渡る。 ある 者は 無事に そこを 渡りき り、 ある 者は 怪我を しながら 渡り、 ま 
た あ る 者は そこから 地獄の 業火へ と 転落す る a そ して 最後 に 渡る 者は そ こから 飛ばさ れて 
落下す る。 こうして あなた 方は この 日 （現世ではなかった ほどに、 あなた 方が あなた 方の 
同胞に 対して 行う） 救助の 懇願に おいて、 強力で 全てを 制される お 方 （アッ ラーの こと） 

の 御前で 本当の 信仰者で あるか どう か 見極め られ るの だ。 

そして 彼らは 仲間たち の 内で 自分たち が 助かった のを 見る と、 言う： 「私たちの 主よ、 
私たちの 同胞を （お助け 下さい）。 彼らは 私たちと 共に ダ •ラー （礼拝） し、 サウ ム （斎 
戒） し、 私たちと 共に 行動して いたのです a J すると 至高の アッ ラーは 仰ら れ ます： 「（彼 
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らの もとに） 行く の だ。 そして その 心に 1 ディーナー ル ほどの 重さで も 信仰心の ある 者が 
いれば、 救い出 してやる の だ。 そして アツ ラーは 彼らが 業火に 晒される のを 禁じられ 
る。」 

そして 彼らが （同胞の もとへ） 行く と、 ある 者は 業火の 中に 足まで 浸 かり、 ある 者は ふ 
く ら はぎの 中 ほどまで 使って いる。 そして 彼らの 知っている 者たち を そこから 救い出す。 

それから （彼らが アツ ラーの 御 許へ） 戻る と、 かれは 仰ら れ る： 「行く の だ。 そして そ 
の 心 に 半 デ ィー ナール ほどの 重さで も 信仰心の ある 者が いれば、 救い出 してやる の だ。」 
そして 彼ら は 彼 らの 知っている 者たち を そこから 救 V 、出す。 

それから （彼らが アツ ラーの 御 許へ） 戻る と、 かれは 仰ら れ る： 「行く の だ。 そして そ 
の 心に 小 蟻 1 匹 ほどの 重さで も 信仰心の ある 者が いれば、 救い出 してやる の だ。」 そして 
彼ら は 彼 らの 知っている 者た ちを そこから 救 V 、出す。”」 

アブー. サイードは 言った： 「この ことを 信じない と言うので あれば、 （ク ルアー ン のこ 
の 句を） 読んで みよ： （3 D 実に アツ ラーは、 小 蟻 1 匹 ほどの 重さの 不正 も 行われる ことが 
ない。 （かれは） たった 1 つの 善行で さえ も、 それを 何 倍に も 増加 させられ るの だ。 09 
(ここからは 再び 預言者 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） の 言葉） “ それから 預 
言 者と 天使たち と 信仰者た ちが とりな しを する。 すると 全て を 制さ れる 強大な お 方 （アツ 
ラーの こと） は 仰ら れ る： 「残る はわが とりなしで ある。」 そして かれは 業火の 中に 御手を 
入れられ、 そこから 一掴みして 既に 黒焦げに なって しまった 人々 を そこから 救い出される。 
それから 彼らは 天国の 入り口に ある 河に 入れられ、 こう 言われる： 「（これは） 生命の 水で 
ある。」' すると 彼らは その 河の 両岸から、 まるで 河が もたらす 肥沃な 土から 種が 芽を 出す 
よう に 生え 出て くる。 あなた 方が 岩 や 木陰で 見た ことがある ように、 太陽の 側を 向いて い 
る ものは 緑色に、 陰の 方に ある ものは 白くなる の だ。 

そして 彼らは 首に 印を つけられ、 まるで 真珠の ように 生え 出て くる。 そして 天国に 入る 
が、 天国の 住人たち は （彼らを 見て） 言う： 「彼らは 最も 慈悲 深い お 方が 解放され た 者た 
ち だ。 そして 彼らの 行って いたと ころの もの や 善行の 有無を 問われない ままに、 アツ ラー 
が. 天国に 入れて 下さった 者たち だ。」： そこで アツ ラーは 仰ら れ る： 「あなた 方には あなた 方 
の 目に した ものと、 そして それと 同様の ものを もう 1 つ 与えよう。」’’」 （アル =ブ ハーリー 
と ムス リ ムの 伝承 3 ) 


3 サ ヒー フ •アル =ブ ハーリー （7439)、 サ ヒー フ •ムス リム （183)。 文章は アル =ブ ハーリーの もの。 
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清算と 秤 


• 清算とは： アツ ラーが その しもべた ちを 御前に 侍らせ、 彼らの 現世での 行いを お告げ 
になる と共に、 それに 応じた 報いを お与えになる ことです。 その 際に 1 つの 善行は そ 
の 10 倍から 700 倍、 更に それ 以上にまで 倍増 させた 形で 計算され、 一方 1 つの 悪行は 
そのまま 1 つと して 計算され ます。 

• 帳簿の 受理： 

アツ ラーの 御前で、 全ての 者は その 帳簿を 与えられます。 それを 右手に 受け取った 者は 
幸福な 者で、 後ろ向きに 左手で 受け取る 者は 不幸な 者な のです： 

1 一至 高の アツ ラーは こう 仰ら れ ました ： （3D 人間よ、 あなたは あなたの 主へ と 向かって 
日々 努力し、 そして かれと まみえ る 者な ので ある。 それで その 帳簿を 右手に 受け取る 者は、 
その 清算を 易しく される だろう。 そして 嬉 々として （天国の） 仲間の 所へ 向かう であろう。 
一方 帳簿を 背後から 受け取る 者は、 その （来世での） 破滅を 悔いる であろう。 それから 燃 
え 盛る 炎の 中に 連れて行かれる であろう。 03 (ク ルアー ン 84 : 6 — 12) 

2 — 至高の アツ ラーは こう 仰ら れ ました： SD —方 帳簿を 左手に 渡された 者は といえば、 
こう 言う： 「私の 帳簿な ど 渡されな いほうが 良かった。 そして 私の 清算な ど 知らない 方が 
良かった。 （現世での 死で） 全てが 終わって しまえば 良かった の だ。」 03 (ク ルアー ン 

69 : 25-27) 


• 秤が 設けられる こと： 

審判の 日、 被 造 物の 行いの 清算の ために 秤が 立てられます。 人々 は 1 人 1 人 清算に 赴き、 
主は 彼らの 前世での 行いに ついて 訊ねられます。 そして 清算が 終わる と、 現世での 行いが 
秤に かけられます。 

1— 至高の アツ ラーは こう 仰ら れ ました： SD そして われら （アツ ラーの こと） は 審判の 
日の ために 公正な 秤を 設ける ゆえ、 魂は いかなる 不正 も 被る ことがない。 そして からし 種 
1 粒 ほどの 重さ （の 行い） でも、 われらは 提示し よう。 われらは 清算 者と して 完全な ので 

ある。 03 (ク ルアー ン 21 : 47) 

2 — 至高の アツ ラーは こう 仰ら れ ました： SD そして （善行） の 秤が （悪行の それより） 
重ければ、 彼には 歓楽の 生活が 待って いる。 そして （善行） の 秤が （悪行の それより） 軽 
ければ、 彼の 住処は 奈落で ある。 そして それ （奈落） とは 何で あるか？ 燃え盛る 業火で あ 

る。 03 (ク ルアー ン 101 : 6— 11) 
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3 — イブ ン. ウマル （彼らに アッ ラーの ご 満悦 あれ） は 言いました： 「私は アッ ラーの 使 
徒 （彼に アッ ラーからの 祝福と 平安 あれ） がこう 言う のを 聞きました： “ 審判の 日、 信仰 
者は 偉大 かつ 荘厳なる 彼の 主に まかり 出る が、 （その 際） アッ ラーは 彼を お隠しになる。 
そして アッ ラーは 彼の （前世に て 犯した） 罪を 告白 させられる。 それでこう 仰ら れ る： 
「（しかじかの 罪を） 知ってい るか？」 彼は 言う： 「はい、 知っています。」 アッ ラーは 仰 
られ る： 「われは 現世に おいて、 あなたの ために それらを 隠蔽して おいた の だ。 それで こ 
の 日、 われは あなたを 赦 そう.。」 すると 彼には 善行の 帳簿が 渡される。 一方 不信仰 者と 偽 
信仰者は 全ての 被 造 物の 面前で、 こう 告知され る： 「彼らは アッ ラーに 対して 嘘を 捏造し 
た 者たち である 4:”」 （アル =ブ ハーリーと ムス リ ムの 伝承 4 ) 

• 審判の 日に 人々 が 訊ねられる こと： 

1 一至 高の アッ ラーは こう 仰ら れ ました： SD そして あなたの 知識の 及ばない ものを 追求 
しては ならない。 聴覚 も 視覚 も 心 も、 全て それらは 訊ねられる ことになるの である。 03 

(ク ルアー ン 17 : 36) 


2 — 至高の アツ ラーは こう 仰ら れ ました ： SD そして その 日 （アツ ラーは かれを 差し置い 
て 何 か 他の ものを 崇めて いた） 彼らを 呼んで、 こう 言う： 「あなた 方が （この 日） 援助し 
て くれる と 思い込んで わが 共同者と していた ものは、 どこに いるの だ？」 03 (ク ルアー ン 

28 : 62) 


3 — 至高の アツ ラーは こう 仰ら れ ました： SD そして その 日 （アツ ラーは 人々 に） 呼び か 
けて、 言う： 「あなた 方は 使徒たち に対して、 どういう 受け答え をした のか？」 09 (クル 

アーン 28 : 65) 

4 — 至高の アツ ラーは こう 仰ら れ ました： flD ゆえに あなたの 主に かけて。 われら （アツ 
ラーの こと） は 彼ら 全員を 必ずや 問いた だすであろう。 彼らが （現世で） していた ことに 
関して。 051 (ク ルアー ン 15 : 92 — 93) 

5 — 至 高の アツ ラーは こう 仰ら れ ました： （3 D そして 約束を 守る の だ。 それは 問われる こ 
とになる だろう から。 03 (ク ルアー ン 17: 34) 

6 — 至高の アツ ラーは こう 仰ら れ ました： SD そして あなた 方は その 日、 必ずや （現世で 
おろそか にし、 そこに 執着して いたと ころの） 享楽に ついて 訊ねられよう。 03 (ク ルアー 

ン 102 : 8) 

7 — 至高の アツ ラーは こう 仰ら れ ました： 的 ゆえに われら （アツ ラーの こと） は 使徒を 


サ ヒー フ •アル =ブ ハーリー （2441)、 サ ヒー フ •ムス リム （2768)。 文章は ムス リムの もの。 



遣わした 民と、 使徒たち に 尋ねよう。 そして 彼らに （彼らの 間で 何が 起こった かを） 知識 
を もって 語り 聞かせよう。 われらは 全てを 監視して いたの だから。 09 (ク ルアー ン 7:6 

-7) 


8 — アブー. バル ザ. アル =ア スラ ミー （彼に アツ ラーの ご 満悦 あれ） は 言い ま した： 「私 
はアツ ラーの 使徒 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） がこう 言う のを 聞きました： 

“ 審判の 日、 しもべは その 月日を 何に 費やした か、 その 知識で もって 何を なした か、 また 
その 財を どこから 得て 何に 費やした か、 そして その 身体を 何に 消耗 させた かを 訊かれる ま 
で、 その 足が 落ち着く ことは ない。」 （アツ = テイル ミズ イーと アツ = ダーリ ミーの 伝承 2 * * 5 ) 

• 清算の 方法： 

審判の 日、 清算され る 者は 2 種類に 分かれます： 

1 一易し い 清算を される 者。 それは つま り 提示の ことです。 

アー イシ ャ （彼女に アツ ラーの ご 満悦 あれ） によれば アツ ラーの 使徒 （彼に アツ ラー か 
らの 祝福と 平安 あれ） は 言いました： 「“ 審判の 日 清算され る 者は 皆、 滅ぶ 者たち であ 
る。” それで 私 （ア ー- f シャ） は 言いました：“ アツ ラーの 使徒よ、 至高の アツ ラーは こう 
仰った のではありません か？ SD そして その 帳簿を 右手に 渡される 者は、 その 清算を 易し 
くされる であろう。 03” すると アツ ラーの 使徒 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 
言いました： “ それは 提示で ある。 審判の 日 清算が 議論の 的になる 者は 全て、 罰される こ 
とになる の だ。”」 （アル =ブ ハーリーと ムス リ ムの 伝承 6 ) 

2 — 厳しい 清算を される 者。 大小 全ての 罪を 問われ、 それを 正直に 認めれば ともかく、 
それに 嘘を ついて 否定し ようと したり 隠したり しよう とすれば その 口に 封印が なされ、 彼 
の 肉体が （彼 自身の 口に 代わり） 彼のして いた ことを 告_ します。 崇高なる アツ ラーは こ 
う 仰ら れ ました： （3 D 今日 われら （アツ ラーの こと） は 彼らの 口に 封印を する。 そして 彼ら 
の 手は 彼らが 得て いた ものに ついて 語り、 足は それを 証言す るので ある。 09 (ク ルアー ン 
36 : 65) 


• 全ての 者は 清算を 受けます： 

審判の 日 の 清算は、 全ての 者に 及びます。 ただ 預言者 （彼に ア ッ ラーからの 祝福と 平安 
あれ） が 例外と した 彼の 共同体からの 7 ⑻ 00 人 だけは 別で、 清算 も 懲罰 もな しに 天国に 入 
り ます。 


5 真正な 伝承。 ス ナン. アツ = テイル ミズ イー （2417) 、 サ ヒー フ. ス十ン •アツ = テイル ミズ イー 
(1970) アツ = ダーリ ミー （543)。、 アツ = スイ ル スイ ラト. アツ =サ ヒー ハ （946) 参照。 文章は アツ 
= テイル ミ ズ イーの もの。 

6 サ ヒー フ •アル =プ ハーリー （6537)、 サ ヒー フ .ムス _ リム （2876) ン:文 章は アル =ブ ハーリーの もの。 



• 審判の 日、 不信仰 者たち は 清算を 受け、 叱責の 意味から 現世での 行いを 提示され ます。 
懲罰に おいての 彼らの 状況は 様々 で、 多くの 悪行を 働いて いた 者の 懲罰は そうでない 
者の それより も 甚大な ものと なります。 また 善行の ある 者に 関しては 罰が 軽減す る も 
のの、 彼が 天国に 入る こと は 決して あり ません。 

• 審判の 日 真っ先に 清算を 受ける のは、 預言者 ムハンマド （彼に アッ ラーからの 祝福と 
平安 あれ） の 共同体です。 そして 審判の P ムス リムが 真っ先に 清算され るの が、 サラ 
一 （礼拝） なのです。 それが 良ければ 残りの 全ての 行い も 良く、 それが 悪ければ 残り 
の 全ての 行 レ ヽも駄 H になって しま レ 、ます。 ま た 最初に 人々 の 間で 裁かれる の は 殺人で 
す。 


• どのよう にして 秤に かけられ るか？ 

審判の 日、 しもべの 行いは 良い もので あれ 悪い もので あれ、 秤に かけられます。 そして 
善行が 悪行に 勝った 者は 勝利を 手に したので あり、 悪行が 善行に 勝った 者は 破滅した ので 
す。 そして 行いの 主と その 行い とその 行いの 帳簿は、 全てし もべ の 面前で 崇高なる お 方の 
公正 さを 示 すがため に、 秤に かけられます。 そして その 日 しもべの 枰に 最も 重い ものは、 
高徳な のです。 

1— 至高の アツ ラーは こう 仰ら れ ました： flD そして その 日 秤は 真実で ある。 そして （善 

行の） 秤が （悪行の それより） 重かった 者たち は、 （その 報奨を 勝ち取った） 成功者たち 
である。 一方 （善行の） 秤が （悪行の それより） 軽かった 者たち は、 われら （アツ ラーの 
こと） のみ しるしに 不正を 働いて （信仰し なかった ことで） 自らを 破滅 させた 者たち であ 

る。 03 (ク ルアー ン 7 : 8 — 9) 

2 — アブー. フライ ラ （彼に アツ ラーの ご 満悦 あれ） によれば アツ ラーの 使徒 （彼に ア 
ツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 言いました： 「審判の 日 肥って この 上な く 大きな 男が や 
って 来る が、 彼は アツ ラーの 御前に おいて ハエの 羽 1 枚 ほどの 重さ もない。」 そして 彼 

(預言者） は 言いました： 「望むなら （ク ルアー ン のこの 句を） 読む がいい： fiD それで 審 

判の 日、 われら （アツ ラーの こと） は 彼らに 何の 重み も 見出さない。 03」 （アル =ブ ハー 

リーと ムス リムの 伝承 7 8 ) 

• 不信仰 者の 行いに 関して： 

不信仰 者と 偽 信者は 「 イー マータ 、 という 行いを 受け入れ られる 条件を 備えて いないた 
め、 ア ッ ラーに 近付く ために 行った 行為 や 服従 行為な どい かなる 蕃行も 受け入れられる こ 


7 サ b : — フ .アル =ブ ハーリー （4729)、 サ ヒー フ .ムス リム （2785) s 文章は アル = ブ ハーリーの もの。 

8 訳者 注： 「8. イー マーンと イー マーンの 諸 特質」 の 項 参照。 
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とが あり ません a 彼らの 行いは 風が 強く 吹き荒れる 台風の 日 の 灰の よう な ものです。 そし 
て 審判の 日、 彼ら は 全 被 造 物の 前で 「彼ら は その 主に 対して 嘘 偽り を 語って レ 、た 者た ちで 
ある。」 と 告げ られ ます。 

1— 至高の アツ ラーは こう 仰ら れま した： SD そして アツ ラーに 対して 墟 偽りを でっち 上 
げた 者たち よりも 不正を 働く 者たち がいよう か？ 彼らは その 主に その 行いを 提示され る こ 
とになる ので ある。 そして 証言 者たち は 言う： 「彼ら こそは その 主に 嘘 偽りを 語って いた 
者たち である。 不正 者たち に アツ ラーの 呪が 降り かからない ことがあろ うか？」 03 (クル 

アーン 11 : 18) 

2 — 至高の アツ ラーは こう 仰ら れま した： （3D その 主に 嘘 偽りを 語って いた 者たち の 行い 

は、 風が 強く 吹き荒れる 台風の 日の 灰の ような ものである。 彼らには 彼らの 稼いだ もので 
何も 出来る ことがない。 実に これ こそは ただならぬ 迷妄で ある。 03 (ク ルアー ン 14: 

18) 


3 — 至 高の アツ ラーは こう 仰ら れ ました： SD その 日 （不信仰 者たち は、 現世で 預言者た 
ちが その 預言者 性を 証明す るた めに そうする ことを 要求して いたと ころの） 天使たち を 目 
の 当たりに する。 その 日 不信仰 者たち によき 知らせは ない。 そして （天使たち は） 彼らに 
言う： 「あなた 方は （天国を） 禁じられて いる。」 そして われら （アツ ラーの こと） は 彼ら 
(不信仰 者たち） の 行った ものに 赴き、 それを 粉々 に 飛び散る 埃の ようにして しまう。 09 
(ク ルアー ン 25 : 22 — 23) 

• その 日、 人は 自らの 行いを 目の当たりに する こと： 

審判の 日、 しもべた ちの 行いは 提示され ます。 そして 人は それが いかに 些細な もので あ 
れ 甚大な も ので あれ、 ある いは 良い も ので あれ 悪い もので あれ、 現世で 行った 全て の 行い 
を 目の当たりに する ことになります。 崇高なる アツ ラーは 仰ら れ ました： SD その 日 人々 は 

自らの 行いを 目の当たりに するべく、 散り散り になって 出発す る。 それで 小犠 1 匹の 重さ 
ほどで も 善行を 行った 者は、 （その 日） それを 目の当たりに する。 そして 小犠 1 匹の 重さ 
ほどで も 悪行を 行った 者は、 （その 日） それを 目の当たりに する。 03 (ク ルアー ン 99:6 

一 8) 


• 現世と 来世に おける 行いに 対する 報い： 

アナス （彼に アッ ラーの ご 満悦 あれ） は 言いました： 「アッ ラーの 使徒 （彼に アッ ラー 
からの 祝福と 平安 あれ） は 言いました：“ アッ ラーは 信仰者に 対して、 その 善行を 1 つた 
り ともおろ そかに したりは しない。 それに おいて 現世で お与えに なり、 来世では それによ 
って お報いに なられる。 一方 不信仰 者は、 現世に おいて アッ ラーの ために 行った 善行に よ 
り糧を 与えられ はする が、 来世に 終 着した 時には それに おいて 報 われる ための 善行が 1 つ 
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たり ともないので ある。”」 （ムス リ ムの 伝承 9 ) 


• 審判の 日 年少者は どうなる か？ 


信仰者の 年少者た ちは、 信仰者の 大人たち が 人類の 祖アー ダム （アダム） の 姿で 天国に 入 
るよう に、 彼ら もまた 天国に 入り ます。 一方 不信仰 者の 年少者たち も 天国に 入り ます。 そ 
して 大人たち がそ こ にお レ 、て 結婚す るよう に、 彼ら も 結婚す るので す。 そ して 現世で 結婚 
しない まま 亡く なった 者で も、 来世では 結婚す る こと になり ます。 天国に おいて 独身者は 

いませ 


9 サ ヒー フ .ム スリム （ 2808 )。 
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